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放r頁文 ハガキ．．ら

　　

ざき込を柊 Ｔ

　

宍!９昔の似､lｔ･ｙl!j夕汐:’丿｡で｡､!7,:ぞ5 ・ ｙ･

ぼ皿名ともぐ=こｙ.４ノ･朧｡゛､･■''' "i"".'■-'.(>･1jトj.ね………

うもの、私達恣に愚書は、毎JヅペjIヽ-!……･

万円の医燎捷がかかり１す。勺ｊ、芭々たｙ

度｛私達が要水して泄変化してyパ･うた乙乙

　

バこ.tりー腱毫｡かかりません、こごこを２割負

担させられたらどうなりますかｃ最低の６５

引町でも月１３万円、９０万円で１ａ万片と

なります。また、改訂の一つで七公費の蛮吻

を一時立換へて支払の√険邱返喰t.てもrヽう

liも上げられています･。ぐ民乙までＧごぷヶリ

かかる）

　

賢聞・テレビ等で個人亀担を！割にしよう

か、白紙弧:戻して検尉L.たいとか、轍道され

ておりますか、これはあく7tで木講員選を有

刊に戦うための言襲です。大元締めの大蔵省

が生=右は何んの表現もしておらず、考えを崩

しておりません。

　

私達、透附患者の死活問蛮です。だれかが

河んとかしてくれるは、では済みません。

　

全腎協のニュース

　

道町協発行のＦどうじ

んＪ、事笏連絡等で詳しく説明し。抗講文の

発送をお願い致し１したが、下記の結果とな

りました。

　

私達の、一人ひとりの切なる問題です。

　

反対行動を患者全員が声を大ｒＬて行動し

なけれぱ、異論がｱ1いものとして、実施され

てしまうことを心に命じて下さい。

　　　　　　　　　　　

記

　

ハガキを配付した枚数

　

１１０組

　

発送された枚数

　　　　　

７１組６ ４, ５価

一･1－

忿

l:名カンパを終ｒして

4，

　

j.0バ下’句より開略L.り全呵協=し禍に､tる

署名カンパ（私達の暮しを守る）、全患連主

唱:こよる’声名･りンパ（医療費２割負・疋対）

ぱｉＵﾆj末をもりて全部終J’レまし叱。

　

おヽ忙しい中のグμ力応対し厚ぐむFi.巾しE●

げｔか。

　

この響名活動は、宵友会にとってｰ一番収要

な活動です。そしてだれでもが参加できる活

動で寸｡、

　

1回や２回のI芹名湧願で詔められた要求仕

あり１せんｏ毎年継続して署名師願して行ぐ

事が要求されまヤ。

　

今後とも皆様のたゆまぬ忍耐と努力を切Cで

お願いする次第です。

　

事務連絡を１０月１４日、１１月１４日と

２回発町Ｌ、署名カンパの取扱いについてお

願いしましたが、一部の方の協力を載けなか

った事は残念に思います。

　

これはヽ私達役ほが会ほに対する署名の趣

旨説明の不足から来る結果かと自戒反省して

おります・

　

今年もまた実施されます。患者全ほがお力

●

されますようお願い申し上げます。

　

集約の結果を御報告申し上げますので、参

考茫して下さい。

　　　　　　　　　

記
●

全腎陥著名用紙配付枚数
か
が 集約枚数

　

募金額

全腎協・道警協送金額

釧腎会への還元金

・全患連署名用紙配付枚数

　　　

j7

　　　　

集約枚数
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０

０
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１枚
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５５円

３６円

１９円

Ｏ枚

１枚６０価
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斑１上時よ

　

淵扁;に先包ち、Ｅ川会長のあ･／｡ヽさつがあり

｀jドにも健康疋乱をつけてかんにりまし.tう

｡、と励ましました。次に、勁友会の顧問であ

る高鳴巾旅より偽､あのさつがあり、ｙ医療環

壇が鰹しく･なった今寸卜１り一一一層の支削を､約

束Ｌてくたさいましたニ。
Ｓそれから水沢ぼｊ長の嗇･球でより乾％、宴

鼓に入りｰました。海へ物、飲み物は内容も.).{

4･レド浄で、皆さん{･1満足された砂子でした。

　

そうしていく分酔いがまわってきたところ

てヘワラオヶが始まり、！Ｃ名ほどの人が美声

゛づごI？披露してくれまL.か・そのあと、クジ

引き力行?わね、風船をチで齢ったら巾から高

価麗品？？を当ら集号札が出てきて、景品の

み･じ･七合わ･拷るというもので、カラクジナシ

で全ｊが色々7Sﾆぶ一品をあててまぴ１した。

　

そぐつかで寸われたｒジャンーケン・トンガや

ｙ－.J犬｡で､１バごいちゃんも女性も男性も参

卵して行われ、二.y勝ち抜き者ではこれまた

賞扁があたり１したが、ほとんど＼片い女性が

賞品をなり、化性卜位時代を実証したような

ものです。その中には、も･い｡丿丿トタタクヘ

S卜ふて、令訟、大いて笑いこけました。

　

マージ･･ンやカルタが行われている時には

町八弐ｉ問の伊血心謳がカベ･すつけて、ふんな

を限励ぴれてむりｌした。
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シャン・.カルタにｊリj17L た人なり.にit

々り、う一乍力暫胆余にレに当人:もり沢山

.'･して5 11ゴド占c-^/.h、豪=しい

ました。皿にをされか役に・

零才こぐ琵町俘でＬｔ。

り･でljl!;余ご

沁ぷの皆さ

　

’7’･1こ

９々・

二念7S:が･らた加できﾌﾞkか･）た会μの

来乍は是非参力㈲。てトさいね。
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,吊四効用について

うI. 2 ;:iy･の補足昶明Ｊ

林田クリニック
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林

　

田

　

紀

　

和

　

釧腎会発行のぐたんちよう､;に、アルコー－

ルは非常に良いカロリー源となるので好まし

い、云々、という昭和４９年発行兵庫医大の

井上先生の著～よりの文献引用の文章がのっ

ておりました。

　

この好ましいカロリー源であるという事を

ﾚ'うのみトにして、皆様がアルコールを多飲

されては困ると思う老婆心から、この文をの

せて哨く事にしました・・・・。

キ

ビ

口

7｡･i･:I ―7Lは理論的には、１グラム当り7

ljカロリーの;Ｌネルギーを有するとぴれ、
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･-･トル

トル１

仮叢腕１杯分(･１６

ツしレ（中ビンｉ本５り

日本緬ｊ５０ミリリッfヽ

･､し･lヽルにウイスキー

シングル乏杯ぺ焼串８

ツー’゛多分）、それぞれ哨

いキロカロリーＪのカロ

りーとＬて､討･惇３れています。

　

|｡かt.、疾病の巾で、一柔カロリー瓶限の

厳しｏ良り4療法が質水される笛尿病の専問家

の問で、ア｡･レ:７－ルの-L才ルギー量をどう扱

うかが問忽とされています。

　

つまり、アル.j一ルの持つエネハギー呑、

糖質や臨防と同じように利川されろものと考

えて良のか杏かは、なむ下叫な点がある士ｄ’

わ几ていｰます。また、アルコール０生体での

到川田哨は６ｂ、･ワ５ぐ０間Qこあると防ら消
多
Ｔ

が

一jlﾚは、:il rh ]レギーがあるので仁･に

jf-;]■.■■'-きた･4'と;､い二ａＱと> li. iiし哨I加１Ｓた

ぶﾌﾞｙリ≒ごう置吼.が.もる・北一々の中川教授は

同トl-.1i'^こぞ1.いカロリー量のアルコールご

粕貪を与.えて、体重南加をきたすかどうか譜

べたが、糖質を与えた方は体重増加をきたし

たがヽフルjJ－ルを与.ｔだ方では体重の増加

が見られなかった、と報告している．

一 一



　

７･に｣－･し･は、そｚjエ１４ギー畿Cこより糖

１と交碗ｊろと言う考え方が従忿１りありま

レたか、７/にj－ル乙は血楯低下昨用があり

純粋に飴質びこ換算するとａう考え方は妥当で

　　　　　　　　　　　　

皿･

　

・＝ミＬは左･.Qと言う考えの人が多･φ､tうてす。

　

従ブぐ、カロリー源として、アル:Ｊ－ルを

考える嘔は望ましい事ではなく、了ルゴール

の量を胆限して、エネルギーを無嵐するとＪ

う方針かとられている場合が多φ１うです。

　

もう一つの問瑕点は、アルつJ－ルの持つシ

ン感i_Eの問題です、

　

ビールのシッ透圧は約９５いであり、血奨
シッ画阿い雀食水）の３倍以上となる.15

……7fl.’ウ咽を肖､滴したと同じ位茫あり、血奨

のシッ恣圧を七昇させ、ロカッの原因となり

１そい

　

このシッ鰹圧は主レこエチールアル;j－ルの

シッ透Hﾓであるので、ビールよりフルコー－ノレ

濃度の多い日本i酉、ウイスキーはもっとシン

透圧が高いのです。

　

アルーl－/レを飲むとｒのと

臨憎卵の原因となります。

Ｆ
ｅ
ｉ がかわき、体

　

以上の事により、アルコールは．カロリー

源と考えるよりは、シ好品として、体重増加

最に余裕のある人は、少々たしなむ程度にし

たいものと考えます、
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子供の頃の冬の想い出Ｉ

　

林田クリニック

　

渥

　

辺

　

喜

　

久

　

ある日突然、原価用紙を渡さわトF供の砂

の冬の想い出｡;で一筆と云われた。

　

たが、何しろ私茫とツて何ヤ？年むかし乙

謡・おまけC･こ文啼だってｙ乍も羨･μだことか

忿い。でも勇気を出して●●●ウーン、考え

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　

●

　

私が1ヽ学三年生だったと思いIます。終戦衣二

なったのは。それからが大雀力:時代でした。

物のなφ時代・・・。親ぱ子供に食べさせる

のと、寒くない泥度児着せるのが精一杯の時

でＬだ。それで遊び道具など買･･てもらえる

わけも々く、スキーなどもjﾕの兄妹から順番

に下の方へ卜むさがりｙしてくるので、だん

だんと減りてしまい、折れてしまう次第です）

それをカンズｙカンで補修して●●●ｊ

　

今の時代の子供ぼ|謝かせても翻ってもらえ

ませんね。それにｆソ･j遊ひ（も良くやりま

したね。親が作ってくれた物で、私か子供の

頃住んでいた所は雪の多／り行でしたので、お

まけに畑が坂になっていたので、速＜まで行

か;なくても家の近くですぺれました。

　

大きなツいな応で、友達三ﾉ、位で来った●

かなりのスピード゛ｒキャア・キ々了云いなか

らすべったも応でした。遊んでお腹がすφて

も今０心に：オヤッ､’言とあるわけがありま

せんりメオヤッミに忿一丿このイ足もとにある

丿心な'..'.',･'です"'

の‘I‘
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そ-u ipZ家?こ出.飛るノック
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今せ/ごCし忿
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7φI

ぐ乙てたの

を先.勾方から了ｙでもかじるら:.ぴこ力り力りと
りｰ

に １だ2 ｔ.･いしか･Ｊだねえ・・‘
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混

使

‾しこ･，こ…….:,･iで７・;5. 1'l lQ･- .･Sゞ それ

t･･ｆ・で遡ぴｆしたよ。どんなこ

雪か戦・１タルマ昨りｊ、それら
ある1寸ど、もっｊａう事「人の涸残し」と

　　

云j･か、春先Lこ４ると暖かくﾌﾟkるので’１の表

　　

厠｡ら水丿ぼぐ、身餓七・ぶつかなくなりｰま一拓

　　

そんな時、雪ＳＬ茫９きなりｒパタンＪと寝

　　

て５分位、じっとしていて贋き上がると身体

　　

の型が雪に残り１す。

　　　

それに、道路の中の雪の中に「とひ込み型

　　

ｊや、煎も雪びこ押しつけて型を作り、Ｆあん

　　

たの型が良い；とか「惑いよおだ「」とか云

●い合ッたものです。ｒ顔がよくシモヤケにな

　　

らなかったね｡･・・・｡;。

　　　

おぷtD2、タコあけ・/ヽキつき・カルタ・

　　

トランツ々ど、今とあまり変９て忿いません

　　

ねＱ変っているのは、タコは自作、私も兄が

　　

即るのを貞似て咋り、大空尼あげました。

　　　

何しろ畑なので、ひっかかる゛電線もなけれ

　　

汀、あ乙のは仁ぷ空.rとｒ風二だもの。これ

じゃ７、たれかやっても１りｌす．１仁の勿

ぶ良か･つ･だわけではないです.£ね・・・。Ｊ

　

そかから学院の叡室などで、休み時り剔こ遊

ん･七ものにレむてだj.ご卜あや､とりバフパな、

むてだ竺ヴ丿訂乍ご．小‘ｙ今布切八i･叫枚、副ｙ

角でり卜ヽ厄物を柵フバj･わせて、巾､こjヽ二宍ち

溌な玉を人わ.て、十個･町｢･乍り、そこそ休み町

ぼ1にｙなると胴～互ﾉ･､で秘yこなｰ･・で卜で皿って

ｌｙｌＬたＪ
Ｉ

　

あや収りは、いつ4、一一。院の

んだ物戈･芹;で下げておいて、チ

でt,、となりの人と収り卜いを･

^-'f7 tik ■こ弓

の時間

たもじでし

こねljろしうりヽ･ｙ片乍勾gり･ｙlドこ･す。戦多も

り
」
１

紡
な 人川の乱持も少し.は落らっ.ヽてた応か

●●

こん71,活を販ぺと、ものすごぐ、

おだやか左時代の･吹でし１う。た｡が、とうし

てどうして、これは入違い、これからが一番

大変な時代です。いや。忿ぜ｡むだやかそうだ･

つて・・それは女一戸ばかりのクラスたからで

す・私が人学すろ時は男女共学ではなか1うた
のです。

　

同；陀否ノi,人目が｡北とi名ｒ二つあト、女

子の人口、男千《乙人口と別れ、同じてつなが

っていろ学佼でも、男-Ｆとーを介わせるのに

朝礼とか、何かある時だけ、それで女戸校の

様なものでした。

　

男女共学忙なったのは瓦乍生からでした。

それからぺ年生と一酷悪の時代だったなｙ。

左ぜ悪いと云うと、時代と共忙子供の気持ち

もすさんでたんでしょうね。圧乍生にもなり

てからの共学ですから、男-Fは女珊をいじめ

たり、いやがらせをしたりで、のんきにおて

玉遊びなどやってられ尨ぐｰな･）だものです､!

これも、食べるのがやっとの時代のせいでし

ょうねｏ

　

最近の々ラス会で邸を＆わせた揚戸い･じめ

つＲこグあの時はぐい分とかわいがってくれ

たわねt゛dと、うらみをぷつけると、トそうで･

つけて･？全然竃えてないわ。おれ。そんなに

かわいかうたけこで共ぐこ笑って●●●り

　

ちな-2,ぐこ、そぴ片べ:めっ升がー布なつかし

かったで･jし最後に、あの時の貞･･ぐ1い、き

れい尨雪をもｙ一度食べてｒおいしかｰ-｡･たｋ

Ｊ 「

へχ

　

へｙ

－４－

と云･!てみた･ｇ私です・
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旱併Jり閔の y，い出

μぶクリニック
.戸●

つ 片

　

冲

　

子

　

'卜さが八L.⑤1バ･ここの頃'ひ|'ぶ、町友公

の乍抑レt個々八ト≒でふらりＬやし､ニレり心い

Ljい以通に十-ヽて人敵とｔ 。-･だ冬ですが、

了一供の町は、寒いという実感はなく、紅日、

雪が降ろのぷ心ち遠しか・たこj･を思い出し

ます。朝起きて窓の外が心白S･こなろとうれＬ

ぐて、よく雪たろ１をF乍ったり、曹の中c･こ石

？つめて雪合鞍をしたものです。ただ一つ、

家鰐そろ･-ヽてのりすかき４イヤでしたけど。

　

十噸１石炭ｘトープで、亜袋をはめたり、

畷路にス1一一ノにあたったりし忿がらの授貰

でした。七:とれた時からずーと釧路しこ住んで

いるので、冬の楽しみ謐やはり71ヶ－トであ

ります。朝･Cごなると教室のストーブの横にス

ヶ－ト靴をヽ詑べ、わずかにあたたまると土の

とぴ出たリンクで体育の時間を過Ｌました。

　

寒かご･だけれど･、子供は風の子ですね。

　

その当時、オリンピ･に夕でフィギアが注目

され、ジ４･ｊ 丿･|一リンがすごい人気で、親

にねたってや:･との思りで手ｒ人れたスケー

　

ト祀をも回て家もて佃リても、毎日近ぐのリン

　

勺で通りたらゐです。

　

今、私､よ･、マし

る111もかなりつらい状態です。食･7μとの戦･／･

で坦張･)てむりますが、｀なかなか食べられま

せん。戸供の頃は、あfL程元気に飛んだり跳

ねたりＬていたのに●●●●・Ｑ

　

でも、がんばって食べて一日も早く元気Cじ

なり、スケートでもすべりに行きたのと思い

ます。ジャンプで失敗し、尻もちをつQ･lても

ニヅコリ笑って観衆応感動をり･えたあのジャ

ネット・リンの様ｒ、明るく仙極的に腎不全

という運命と職りて行こうと思っている今日
です。

り

　

・○

　

り_＿_

ａ

齢回べ

勤応｢卜立病洸

　

近

　

芦

　

祥

　

－

（体験宛衣よりｊ

を励.｀庖丁、卜うリ現在、私ふをドiを琵.I.'て、

｀なぞ｡うとして1,-1･･ます。

　

こ(O H'}'-i'^Jはじ１りご、4aり咳売の仕事か

ら転廠して、十一年が逗きようとして……･だｊ５

乍の３りの弔でＬだ。伺起きてみろと、目が

はれほ･たく、ふくら､まき‾;１パンパンぼ張!J

下･に渥れないほどｒむくんでいました。

　

これはおかしいと、仕事を休んで巾立病院

に町ってみると腎炎という診断を下’されまし
1j　　‾　　　●

　

それから２週間通院、そして２ヶりの人屁

生活。転職して半年が泗ぎ.tうとＬていた頃

だりたので、本採用にならないかもしれない

と思いながらも、病気をあまぐみて、先生か

ら注意された塩分を控え、無理をせず、体を

冷さないように、というようなことも退院Ｌ

だ後はすっかり忘れ、夜遅く１でテレビを見

たり、食事も以前と変らないものを食べて７s

ました・そのせりか２週間おき忙する検査は

懸くなる一方てした。そして病気を決定的に

したのぱ、そ０年の８月、家族で紅､幌に旅行

したことです。4 0 0 Kraの道のりを一人で運

転したため、札瀕に着いても哨がボーとして

まともCこ目をあけて歩ぐこともできず、滞在

中ズーと寝ているというあり様でした。この

とき一時的ｒ軽い尿毒症になっていたもの●

思われます。そＬて１０月2 4 U;･こは丹人－

Ｌ、それからはウナギ昇引こ検査結果は悪く

7なる一方で、食事を極度ｒ制限しても好転の

きぎしはみられず、その状態に止めておくこ

とすら出来-ない程ｒなりてレまい１した。寝

ようとしても眠れず、ふらふらして真直ぐ歩

くことはとてもでき竃いほどでＬた。鼻血も

大便もまっ黒で、常6てはきそう左状態が続き

このまま死んでしまうのではなかろうかと思

う日々が続きました。そして、

　

そして、忘れもしない１１月２０□、どう

Ｌようもなくなった状態で内科から透析室『

降されると、すぐ右腕ｒ動脈と静脈を管で結

一石－



．ゝ s･･,･ン1･乙肺そが行なわれ，･ｆ術･|べこは

ｴｰこの耳|，みから逃れられる思い,と，透

としこ入ろｆ女が頭の･1=を吸哨'ｙ!した。

　

碍卜にÅ､ると、いさltで悪い状態に慾れて

･､･-ヽ几:･｡"こ､y

ヅンフ､がくずれては･｡･だ、、血圧が‘ﾄが･丿こ

（臼!榔ｙ乙状態でし七。そのらえ一一生透町そ

ふ汗になけ｡に;こなら七一､一こと、それにつれて良

ズレｊり政t｡い鄙紅と7丁灯心制約９受にこし!う

にﾌﾟkつたこよト剔らごし、その､゛八応ショー･･

４ｄ'トCも忘れこ卜こ考かできません。

　

私がこの｡ご)な状仰の巾町ふダ(、家族、

特ふぶ応乱持にtもりと人変なものだワだと思

　　

l,/-JA -^､=･弘が透価･を開始した時ｒは、-ぷぱす●

でに峠娠Ｇヤリ、削こはａべ目の子供を産も

　　

うとｙjう６に、人がどうなるのか判らない中

　　

で、参は乱の強い人山Lながらも不安の日々を

　　

送。ﾕていたものと思いま十。そ･!lでもそんな

　　

こべ１一心･もｊてわず、紅日病綻に２才の長ﾘj

　　

そ･連れ、世話をしてぐれた直Cで感謝せずには

　　

いられませんでした・

　　　

fj!ブμにむいても、収の販売を続けていて遡

　　

ぐ‾リニ･（1こと:こなtパ１、会旺を辞めることに

　　

な･1でヽかたものと思い１す。今の職場は、町

　　

炎とか断ｊれてから轟附、そして現在氾歪る

　　

1,で十丁丿勁彷や係を甘えてくれたり、残業を

　　

Ｌ乃:くてもいい１うに配慮してくれ･ましたｏ

　　

職射り方々ｒ感､渚するとともひこ、転職して良

　　

かったと思っています。

　　　

そして硯在、遺制iル、１回５時間の透冊も
●

ほ七んど安定し、今年妁６月には感吟して始

　　

めての蜜山をし良した。とても皿上までは無

　　

埋と思っていきしたが、２才の娘が一人で登

　　

-ﾆ･ているのに元乱づけられ、なんとか頂レま

　　

で々どり着くことがμリジました。

　　　

安定した述附が受けられる体の状態であれ

　　

し、金(.L□､無印ではないことを身をもｰ･-･で矧

　　

り、iｙ幸の肪柘yこ防潮:7)恵いで寸。心販がﾌﾟk

　　

されてのなかｰ｡-)だ図八には、限ら症で叱んで

　　

いいな人たすうiいたこと舟珍えﾆ｡とし、准歩

　　

した技限の中で透桁をゼけることができる球;

　　

０幸せという他友.lトません、

　　　

これからもととまることを知らない医学の

進歩に1り｣待を寄きて、仕'|吋j‘ｊヤ.り､7･jリベ

がいとして、少しても允実した、緊ヽふ･潟な･j

山々をぷりたいと思って９る今!ｿこi C-･ト、

通院交通費の支給について

　

５８乍虐通院交通費下期分（１り月ヽ３ｊ

末までの分）を支給ＬＩす。

　

支給ぷ光だち、該当者が通院交晒費支給

拍7!1を提出しなければっなりません。５月冗

りましたら諺肖翫こ申岫痔と説明何をお届g

しますので、決められた期日までで必ず挺j

して下さい。

　

上明､こついては５名の占が受収二jて居り

せん。下期にっいては、確定迎耳Iを受けだ

會μが受け聊られま寸よう、今からむ賢･｡乙

でも･きさす。

今年厦最後のレク

　　　　

温泉日柵り旅行決る

　

ぱ叫逗岡のr ::!n LIりり旅行､卜今祐:１=

居吋の保善所へ行く･Ｌてし１した、准Ｌい

廬、後樫丿笏世諮でむ即らせL.ます。

　

交通のt疋４、誕ａで迎へｒ来る。４８人

りｏ余る分については別途考へます。
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七なぐこと

俣ですｓ

　

ｙ皿に、

て･｡乙jた七き

ります。

弔かで

め、多

j.ヽ‘りjL申しL;.;！ -:≒、

う、第一びこ、腎友価を司祭してい

．砂．Ｕこｄ、卜人公応jにT4や溥

一人

￥
！
ｌ

―

?、

気

とりか平均してらヅと.しＬ

ユ遥成されこ:と斤岨してな

　　　

取I.片唇･りi:散;･こし｡･･ても、Lﾆ|俘､-､Cべ卜卜‘i:

　　

に可し、i:l b h 0件(地トザは1示ぐ)と口吻

　　

分大福Jこ上回一ﾉた。レーヘヽト勾１８件に

れに一4石こ良員乱･1じめ、多ぐの方々四

　　

町八公七対ずる理解と傷協｡抄乙叫と感謝して

　　

山､りま寸。

　　　

この力を、今後も句友会活勣に継続いただ

　　

きｰきす.tうぉ願い致しま寸。

　　　

取扱状況と駁終企愈を別表1｣こして倒報告い

　　

たしｊ.す。また、決雅イつ･｡･sでは、紬部七つ

　　

･戸て少｡々幾っておりますので、耽読の際に潔

　　

娠旨申しｈげます。

　　　

取りあえず、彰酉会創茫１り周年記念行yμ

　　

哨包包の頂？と町年皇えの捕前、取扱い世当

　　

片えの謝礼、取扱いて御硲むいただ７ヽだ各人

●
ﾐこ臨動咄として還元致しました、

　　　

残公につ､jl･ては、総会に計り有効疋使田し

　　

たいと思います。

　　　

乍留の収扱いにで廸当として活躍いただ･きま

　　

した、iリ月

　

弘｢こ、酒汁健一氏、佐々木両郎

　　

氏、対嗚美μチ氏、４井英雄氏、長岡久略氏

　　

にｄ･､人変削苫労随でした、紙面をむ借りして

　　

厚ぐ偽礼巾し上けます。

治ごい丿勣同

ｊ八･双画名

・･.順七レ‘丿に

ベタり肺二

・坪４坏七
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路

路

M

ﾀil照1

「｣‘

市

ゆ変更事項

・近藤洋一‥住う｢を釧路部｣11路町
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